
8

3 0

総事業費（①＋②

4

） 0 0 9,563 0

建

5

設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ７年度特定財源名称

７年度までの累積事業費 0 あいち森と緑づくり都市緑化
推進事業費補助金（県）

９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和８

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

年

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

度

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

（

要

総合計画
分野 都市基

令

盤

基本施策 公園緑地･

和

緑化
施策体系

施策の内

７

容 特色ある公園の整備

年

目
　
　
　
的

　花と緑の

度

祭典であるガーデンフ

評

ェスタを開

主
た
る
内
容

価

〇よさみガーデンフェ

）

スタの開催
催すること

刈

で、公園の魅力向上と

谷

にぎわいの 〇ミササガ

市

パークガーデンフェス

事

タの開催
創出を図る。

務

位
置
づ
け

関連計画

根拠

事

法令

対象者 市民 事業期

業

間 令和７年度 ～

実施方

評

法 □直営　□委託　■

価

指定管理　□補助・助

シ

成　□その他

ート （様式１）

会

Ｂ
　

計

事
　
業
　
実
　
績

５年度

名

実績 ６年度実績 ７年度

担

実績 ８年度計画

　 　 ・

当

市制施行75周年を記

部

念した ・フローラルガ

都

ーデンよさみ
　 　 　ガ

市

ーデンフェスタの開催

公

　管理運営事業及びミ

園

ササガ
　 　 　パーク管

部

理運営事業に移行
　 　

一

　　　―――――――

般

　　　―――――――

会

・よさみガーデンフェ

計

スタ及びミササガパー

ガ

クガーデンフェスタを

ー

開催できた。

成果

課題

デ

指標名称（単位）
実績

ン

値 目標値

５年度 ６年度

フ

７年度 ８年度 １０年度

ェ

活動 公園や緑地が充実

ス

していると思う市民の

タ

割合（％） ― 78.3

開

― ― ―
指標
活動
指標

他

催

市との
比較検証

事業
担当課 公園整

Ｃ
　

備

事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単

課

位：千円
５年度 ６年度

款

７年度 ８年度 ７年度

（

項

決算） （決算） （決算

目

） （予算） 事業費内訳

担

事業費　① 0 0 7,0

当

00 0 合計 7,000

係

,000 円
委託料 7

事

,000,000 円

業

財
　
源

特定財源 0 0 6

推

,000 0

一般財源 0

進

0 1,000 0

職員人

係

件費　② 0 0 2,56



4 5

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　社会情勢

令

やニーズの変化により

和

、公園が担う役割は多

８

様
・法的業務

高い
化し

年

ており、公園の更なる

度

充実や魅力向上による

（

誰もが行
必要性 ・市民

令

ニーズ、社会需要 きた

和

くなるような公園づく

７

りが必要である。
・市

年

民生活上必要である　

度

など

　あいち森と水づ

評

くり都市緑化推進事業

価

費補助金の活用に
・コ

）

ストの節減、費用対効

刈

果
高い

より、コストの

谷

節減を図る。
効率性 ・

市

執行体制の効率性
・手

事

段の最適性　など

　第

務

3次緑の基本計画では

事

、緑に関する普及啓発

業

として、緑
・市が主体

評

となって実施する
高い

価

化イベントの開催に努

シ

めることとしており整

ー

合している。
妥当性 　

ト

べき事業であるか
・総

（

合計画との整合性　な

様

ど

　よさみガーデンフ

式

ェスタ及びミササガパ

２

ークガーデンフ

施策へ

）

の ・施策への貢献度
高

会

い
ェスタでは非常に多

計

くの方（約2万4千人

名

）が来場しており､
・

担

目標達成度 市民が緑に

当

関する知識や技術を習

部

得する場を提供してい

都

る｡
貢献度 ・市民サー

市

ビスへの効果　など

今

公

後の方向性 □拡充　■

園

現状維持　□改善・効

部

率化　□縮小　□終期

一

設定　□休止・廃止

　

般

本事業の委託料を公園

会

緑地課所管のフローラ

計

ルガーデンよさみ管理

ガ

運営事業及びミササガ

ー

パーク管理運営事業の

デ

指
定管理料に上乗せし

ン

、事業を継続する。

フェスタ

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　

開

Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧

催

　
評
　
価
　
∨

事業
担当課 公園整備課

款 項 目 担当係 事業推進係

8



5

.3 80.3
指標
活動
指標

他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 3,784 14,087 14,000 合計 14,086,500 円
委託料 9,586,500 円

財
　
源

特定財源 0 0 8,855 14,000 工事請負費 4,500,000 円

一般財源 0 3,784 5,232 0

職員人件費　② 0 2,071 8,682 3,810

総事業費（①＋②） 0 5,855 22,769 17,810

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ７年度特定財源名称

７年度までの累積事業費 0 前年度繰越金

９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和８

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

年

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

度

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

（

合計画
分野 都市基盤

基

令

本施策 公園緑地･緑化

和

施策体系
施策の内容 特

７

色ある公園の整備

目
　

年

　
　
的

　魅力あふれる

度

公園づくり構想の実現

評

に向け

主
た
る
内
容

○エ

価

ントランスエリアの整

）

備
て、誰もが行きたく

刈

なるような公園づくり

谷

を ○グリーンフィール

市

ドエリアの整備
効率的

事

かつ効果的に推進し、

務

憩いとにぎわい
の場を

事

創出する。

位
置
づ
け

関

業

連計画 第3次緑の基本

評

計画、魅力あふれる公

価

園づくり構想、第4次

シ

刈谷市都市計画マスタ

ー

ープラン

根拠法令 都市

ト

公園法、都市計画法

対

（

象者 市民 事業期間 令和

様

６年度 ～

実施方法 ■直

式

営　■委託　□指定管

１

理　□補助・助成　■

）

その他

会計名 担当部 都市

Ｂ
　
事
　
業

公

　
実
　
績

５年度実績 ６

園

年度実績 ７年度実績 ８

部

年度計画

　 ・Ｐａｒｋ

一

－ＰＦＩ公募資料 ・エ

般

ントランスエリア整備

会

（Ｒ7繰越分）
　 　の

計

作成 　工事（Ｐａｒｋ

総

－ＰＦＩ） ・エントラ

合

ンスエリア整備
　 ・エ

運

ントランスエリアの基

動

本 ・スケートボードエ

公

リア管理 　工事（Ｐａ

園

ｒｋ－ＰＦＩ、
　 　設

整

計 　運営 　園路整備）

備

　　　―――――――

事

・グリーンフィールド

業

エリア （Ｒ6繰越分）

担

　の基本設計等 ・エン

当

トランスエリアの基本

課

　設計
・グリーンフィ

公

ールドエリア
　の基本

園

設計等

・公募により選

整

定した事業者と協議を

備

行いながら、エントラ

課

ンスエリアの実施設計

款

を進め、工事の進捗を

項

図ることができ

成果
た

目

。

・エントランスエリ

担

アの施設の管理運営に

当

向けて関係機関と協議

係

・調整を行っていく必

施

要がある。

課題

指標名

設

称（単位）
実績値 目標

整

値

５年度 ６年度 ７年度

備

８年度 １０年度

活動 公

係

園や緑地が充実してい

8

ると思う市民の割合（

4

％） ― 78.3 ― 79



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

 社会情勢やニ

令

ーズの変化により、公

和

園が担う役割は多様化

８

・法的業務
高い

してお

年

り、公園の持つ機能の

度

更なる充実や魅力の向

（

上によ
必要性 ・市民ニ

令

ーズ、社会需要 る誰も

和

が行きたくなるような

７

公園づくりが必要であ

年

る。
・市民生活上必要

度

である　など

 Ｐａｒ

評

ｋ－ＰＦＩ制度により

価

民間資金などを活用し

）

、既存
・コストの節減

刈

、費用対効果
高い

園路

谷

や施設をいかした整備

市

を行うことにより、コ

事

ストの節
効率性 ・執行

務

体制の効率性 減を図る

事

。
・手段の最適性　な

業

ど

 第8次総合計画に

評

は、総合運動公園では

価

、特色をいかした
・市

シ

が主体となって実施す

ー

る
高い

公園整備を推進

ト

することとしており整

（

合している。
妥当性 　

様

べき事業であるか
・総

式

合計画との整合性　な

２

ど

　構想の実現を目指

）

して誰もが行きたくな

会

るような公園づ

施策へ

計

の ・施策への貢献度
高

名

い
くりを推進すること

担

で、地域の魅力向上や

当

緑豊かな潤いの
・目標

部

達成度 あるまちづくり

都

に寄与するとともに、

市

新たな「憩い」と「
貢

公

献度 ・市民サービスへ

園

の効果　など にぎわい

部

」の場を創出すること

一

ができる。　

今後の方

般

向性 □拡充　■現状維

会

持　□改善・効率化　

計

□縮小　□終期設定　

総

□休止・廃止

　魅力あ

合

ふれる公園づくり構想

運

の実現に向けた取組を

動

推進する必要がある。

公園整備

Ｃ
 
　
Ｈ
 

事

　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　

業

∧
　
評
　
価
　
∨

担当課 公園整備課

款 項 目 担当係 施設整備係

8 4 5



との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 535 151,891 337,117 合計 151,890,929 円
報償費 225,920 円

財
　
源

特定財源 0 0 147,659 251,600 旅費 427,420 円
需用費 161,049 円

一般財源 0 535 4,232 85,517 委託料 151,053,000 円
負担金、補助及び

職員人件費　② 0 1,354 17,778 23,282 交付金 23,540 円

総事業費（①＋②） 0 1,889 169,669 360,399

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ７年度特定財源名称

７年度までの累積事業費 0 前年度繰越金
新しい地方経済・生活環境創

９年度以降の事業費見込 0 生交付金（国）

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和８

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

年

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

度

事
　
業
　
概
　
要

総合計

（

画
分野 都市基盤

基本施

令

策 公園緑地･緑化
施策

和

体系
施策の内容 特色あ

７

る公園の整備

目
　
　
　

年

的

　魅力あふれる公園

度

づくり構想の実現に向

評

け

主
た
る
内
容

○刈谷城

価

址エリアの整備
て、誰

）

もが行きたくなるよう

刈

な公園づくりを
効率的

谷

かつ効果的に推進し、

市

憩いとにぎわい
の場を

事

創出する。

位
置
づ
け

関

務

連計画 第3次緑の基本

事

計画、魅力あふれる公

業

園づくり構想、第4次

評

刈谷市都市計画マスタ

価

ープラン

根拠法令 都市

シ

公園法、都市計画法

対

ー

象者 市民 事業期間 平成

ト

２０年度 ～

実施方法 ■

（

直営　■委託　□指定

様

管理　□補助・助成　

式

□その他

１）

会計名 担当部

Ｂ
　
事
　

都

業
　
実
　
績

５年度実績

市

６年度実績 ７年度実績

公

８年度計画

　 ・刈谷城

園

公募資料の作成 ・にぎ

部

わいＢＯＸの管理運営

一

・にぎわいＢＯＸの管

般

理運営
　 ・刈谷城公募

会

選定委員会の ・刈谷城

計

啓発活動の実施 ・刈谷

亀

城啓発活動の実施
　 　

城

開催 ・刈谷城公募選定

公

委員会の ・刈谷城の確

園

認申請手続等
　 　開催

整

・刈谷城石垣隅櫓等整

備

備工事
　　　――――

事

――― （Ｒ6繰越分）

業

・刈谷城の実施設計

・

担

刈谷城の整備に向けて

当

、学識経験者等で構成

課

する公募選定委員会を

公

開催し、優先交渉権者

園

を決定するとともに、

整

実施設

成果
計を行い、

備

事業の進捗を図ること

課

ができた。

・刈谷城の

款

整備に向けた啓発活動

項

に取り組んでいく必要

目

がある。

・民間活力の

担

導入を見据えた公園全

当

体の管理運営について

係

、関係部署等と協議・

事

調整を行う必要がある

業

。
課題

指標名称（単位

推

）
実績値 目標値

５年度

進

６年度 ７年度 ８年度 １

係

０年度

活動 公園や緑地

8

が充実していると思う

4

市民の割合（％） ― 7

5

8.3 ― 79.3 80.3
指標
活動
指標

他市



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　社会情勢やニーズ

令

の変化により、公園が

和

担う役割は多様
・法的

８

業務
高い

化しており、

年

公園の持つ機能の更な

度

る充実や魅力の向上に

（

必要性 ・市民ニーズ、

令

社会需要 よる誰もが行

和

きたくなるような公園

７

づくりが必要である。

年

・市民生活上必要であ

度

る　など

　新しい地方

評

経済・生活環境創成交

価

付金等を活用するとと

）

・コストの節減、費用

刈

対効果
高い

もに、啓発

谷

活動等の実施により寄

市

附金を募ることで、コ

事

ス
効率性 ・執行体制の

務

効率性 トの節減を図る

事

。
・手段の最適性　な

業

ど

　第8次総合計画に

評

は、亀城公園では、特

価

色をいかした公園
・市

シ

が主体となって実施す

ー

る
高い

整備を推進する

ト

こととしており整合し

（

ている。
妥当性 　べき

様

事業であるか
・総合計

式

画との整合性　など

　

２

構想の実現を目指して

）

誰もが行きたくなるよ

会

うな公園づ

施策への ・

計

施策への貢献度
高い

く

名

りを推進することで、

担

地域の魅力向上や緑豊

当

かな潤いの
・目標達成

部

度 あるまちづくりに寄

都

与するとともに、新た

市

な「憩い」と「
貢献度

公

・市民サービスへの効

園

果　など にぎわい」の

部

場を創出することがで

一

きる。

今後の方向性 □

般

拡充　■現状維持　□

会

改善・効率化　□縮小

計

　□終期設定　□休止

亀

・廃止

　魅力あふれる

城

公園づくり構想の実現

公

に向けた取組を推進す

園

る必要がある。

整備事業

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 

担

　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評

当

　
価
　
∨

課 公園整備課

款 項 目 担当係 事業推進係

8 4 5



池公園（約139万人）

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 237,031 23,641 5,330 0 合計 5,329,500 円
委託料 5,329,500 円

財
　
源

特定財源 59,500 9,988 5,330 0

一般財源 177,531 13,653 0 0

職員人件費　② 6,906 4,380 1,406 847

総事業費（①＋②） 243,937 28,021 6,736 847

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ７年度特定財源名称

７年度までの累積事業費 0 前年度繰越金

９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和８

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

年

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

度

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

（

計画
分野 都市基盤

基本

令

施策 公園緑地･緑化
施

和

策体系
施策の内容 特色

７

ある公園の整備

目
　
　

年

　
的

　伊勢湾岸自動車

度

道の刈谷パーキング施

評

設と

主
た
る
内
容

○第三

価

期整備区域の拡張整備

）

一体となった新たなア

刈

ミューズメント空間の

谷

○池の周遊コースの整

市

備
創出を行い、あわせ

事

て岩ヶ池や周辺の森林

務

を
活かした「自然とふ

事

れあい、遊び、学ぶ」

業

場
を創出する。

位
置
づ

評

け

関連計画 第3次緑の

価

基本計画、魅力あふれ

シ

る公園づくり構想、第

ー

4次刈谷市都市計画マ

ト

スタープラン

根拠法令

（

都市公園法

対象者 市民

様

事業期間 平成５年度 ～

式

実施方法 ■直営　■委

１

託　□指定管理　□補

）

助・助成　□その他

会計名 担当部 都市公

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

園

５年度実績 ６年度実績

部

７年度実績 ８年度計画

一

・第三期拡張区域駐車

般

場整備 ・仮設駐車場撤

会

去工事 （Ｒ6繰越分）

計

　
　工事 ・園路等実施

岩

設計 ・園路等実施設計

ケ

　
（Ｒ5繰越分） 　
・

池

第三期拡張区域駐車場

公

看板 　
　設置工事 　　

園

　―――――――
・第

整

三期拡張区域駐車場植

備

栽
　工事

・関係機関と

事

調整を図りながら、園

業

路等の詳細設計を実施

担

し、事業の進捗を図る

当

ことができた。

成果

・

課

関係機関で行う工事と

公

工程調整を行いながら

園

、周辺住民や地権者へ

整

の事業説明を行ってい

備

く必要がある。

課題

指

課

標名称（単位）
実績値

款

目標値

５年度 ６年度 ７

項

年度 ８年度 １０年度

成

目

果 公園や緑地が充実し

担

ていると思う市民の割

当

合（％） ― 78.3 ―

係

― 80.3
指標
成果 来

施

場者数（万人） 766

設

750 743 ― 750

整

指標
他のハイウェイオ

備

アシスの来場者数（令

係

和6年度）
他市との ・

8

各務原市　河川環境楽

4

園（約446万人）
比

5

較検証 ・豊田市　鞍ケ



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　岩ケ池周辺にお

令

いて公園整備を行うこ

和

とにより、年々減
・法

８

的業務
高い

少している

年

緑の保全を図るととも

度

に、本公園は本市を代

（

表
必要性 ・市民ニーズ

令

、社会需要 する施設と

和

なっており、本市のレ

７

クリエーションや交流

年

の
・市民生活上必要で

度

ある　など 場、観光の

評

拠点として、魅力あふ

価

れる公園づくり構想の

）

実
現に向けた取組を推

刈

進していく必要がある

谷

。
　社会資本整備総合

市

交付金の活用により事

事

業費を確保する
・コス

務

トの節減、費用対効果

事

高い
とともに、既存樹

業

木の活用や地形の改変

評

抑制など、現況特
効率

価

性 ・執行体制の効率性

シ

性を生かした整備によ

ー

りコストの節減を図る

ト

。
・手段の最適性　な

（

ど

　第8次総合計画に

様

は、岩ケ池公園では、

式

特色をいかした公
・市

２

が主体となって実施す

）

る
高い

園整備を推進す

会

ることを位置付けると

計

ともに、第3次緑の基

名

妥当性 　べき事業であ

担

るか 本計画では拠点と

当

なる緑の充実のため、

部

周辺の自然環境や
・総

都

合計画との整合性　な

市

ど パーキングエリアの

公

機能をいかし、レクリ

園

エーション拠点
として

部

の機能の拡充を位置付

一

けている。
　刈谷ハイ

般

ウェイオアシスとして

会

、年間約740万人の

計

利用者

施策への ・施策

岩

への貢献度
高い

があり

ケ

、本市の観光や産業を

池

ＰＲする場となってい

公

るほか､
・目標達成度

園

イベント開催等により

整

、市民の交流・活動の

備

場を提供して
貢献度 ・

事

市民サービスへの効果

業

　など おり、成果指標

担

の達成における中心的

当

な公園となっている｡

課

今後の方向性 □拡充　

公

■現状維持　□改善・

園

効率化　□縮小　□終

整

期設定　□休止・廃止

備

　魅力あふれる公園づ

課

くり構想の実現に向け

款

た取組を推進する必要

項

がある。

目 担当

Ｃ

係

 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 

施

　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　

設

∨

整備係

8 4 5



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 3,927 9,737 0 合計 9,737,200 円
委託料 9,737,200 円

財
　
源

特定財源 0 0 9,737 0

一般財源 0 3,927 0 0

職員人件費　② 0 1,274 4,134 1,270

総事業費（①＋②） 0 5,201 13,871 1,270

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ７年度特定財源名称

７年度までの累積事業費 0 前年度繰越金

９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和８

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

年

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

度

事
　
業
　
概
　
要

総合計

（

画
分野 都市基盤

基本施

令

策 公園緑地･緑化
施策

和

体系
施策の内容 特色あ

７

る公園の整備

目
　
　
　

年

的

　魅力あふれる公園

度

づくり構想の実現に向

評

け

主
た
る
内
容

○学びの

価

森エリアの整備
て、誰

）

もが行きたくなるよう

刈

な公園づくりを ○池の

谷

周遊コースの整備
効率

市

的かつ効果的に推進し

事

、憩いとにぎわい
の場

務

を創出する。

位
置
づ
け

事

関連計画 第3次緑の基

業

本計画、魅力あふれる

評

公園づくり構想、第4

価

次刈谷市都市計画マス

シ

タープラン

根拠法令 都

ー

市公園法、都市計画法

ト

対象者 市民 事業期間 令

（

和６年度 ～

実施方法 ■

様

直営　■委託　□指定

式

管理　□補助・助成　

１

□その他

）

会計名 担当部 都

Ｂ
　
事
　

市

業
　
実
　
績

５年度実績

公

６年度実績 ７年度実績

園

８年度計画

　 ・学びの

部

森エリアの基本設計 （

一

Ｒ6繰越分） 　
　 ・園

般

路等実施設計 ・学びの

会

森エリアの基本設計 　

計

　 ・園路等実施設計 　

洲

　 　
　　　―――――

原

―― 　　　―――――

公

――

・魅力あふれる公

園

園づくり構想の実現に

整

向けて、関係機関や民

備

間事業者へのサウンデ

事

ィングなどを実施し、

業

整備に向けた

成果
検討

担

とともに、園路等の実

当

施設計を行い事業の進

課

捗を図ることができた

公

。

・検討した整備内容

園

を踏まえ、関係機関等

整

と協議・調整を行って

備

いく必要がある。

・民

課

間活力の導入も見据え

款

た公園全体の管理運営

項

について、関係部署等

目

と協議調整を行う必要

担

がある。
課題

指標名称

当

（単位）
実績値 目標値

係

５年度 ６年度 ７年度 ８

施

年度 １０年度

活動 公園

設

や緑地が充実している

整

と思う市民の割合（％

備

） ― 78.3 ― ― 80

係

.3
指標
活動
指標

他市

8

との
比較検証

4 5



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　社会情勢やニーズ

令

の変化により、公園が

和

担う役割は多様
・法的

８

業務
高い

化しており、

年

公園の持つ機能の更な

度

る充実や魅力の向上に

（

必要性 ・市民ニーズ、

令

社会需要 よる誰もが行

和

きたくなるような公園

７

づくりが必要である。

年

・市民生活上必要であ

度

る　など

　社会資本整

評

備総合交付金やＰａｒ

価

ｋ－ＰＦＩ制度による

）

・コストの節減、費用

刈

対効果
高い

民間資金な

谷

どを活用することで、

市

コストの節減を図る。

事

効率性 ・執行体制の効

務

率性
・手段の最適性　

事

など

　第8次総合計画

業

には、洲原公園では、

評

特色をいかした公園
・

価

市が主体となって実施

シ

する
高い

整備を推進す

ー

ることとしており整合

ト

している。
妥当性 　べ

（

き事業であるか
・総合

様

計画との整合性　など

式

　構想の実現を目指し

２

て誰もが行きたくなる

）

ような公園づ

施策への

会

・施策への貢献度
高い

計

くりを推進することで

名

、地域の魅力向上や緑

担

豊かな潤いの
・目標達

当

成度 あるまちづくりに

部

寄与するとともに、新

都

たな「憩い」と「
貢献

市

度 ・市民サービスへの

公

効果　など にぎわい」

園

の場を創出することが

部

できる。

今後の方向性

一

□拡充　■現状維持　

般

□改善・効率化　□縮

会

小　□終期設定　□休

計

止・廃止

　魅力あふれ

洲

る公園づくり構想の実

原

現に向けた取組を推進

公

する必要がある。

園整備事

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ

業

 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　

担

評
　
価
　
∨

当課 公園整備課

款 項 目 担当係 施設整備係

8 4 5



5

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 74,130 301,565 188,659 562,915 合計 188,658,800 円
役務費 111,000 円

財
　
源

特定財源 0 222,633 0 503,200 工事請負費 188,000,000 円
負担金、補助及び

一般財源 74,130 78,932 188,659 59,715 交付金 547,800 円

職員人件費　② 7,481 10,353 3,721 4,021

総事業費（①＋②） 81,611 311,918 192,380 566,936

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ７年度特定財源名称

７年度までの累積事業費 0

９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和８

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

年

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

度

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

（

合計画
分野 都市基盤

基

令

本施策 公園緑地･緑化

和

施策体系
施策の内容 利

７

用しやすい公園の整備

年

目
　
　
　
的

　しげはら

度

園の移転及び刈谷豊田

評

総合病院の

主
た
る
内
容

価

○新規公園整備（たま

）

ち公園）
拡充にあわせ

刈

、住吉公園を移転し、

谷

たまち公 　・場所　田

市

町4、5丁目
園を整備

事

するとともに、神田公

務

園を再整備す 　・面積

事

　約1.2ha
ること

業

で、公園機能の増進を

評

図る。 〇既存公園再整

価

備（神田公園）
　・場

シ

所　若松町5丁目
　・

ー

面積　約0.3ha

位

ト

置
づ
け

関連計画 第3次

（

緑の基本計画

根拠法令

様

都市公園法

対象者 市民

式

事業期間 令和５年度 ～

１

令和９年度

実施方法 ■

）

直営　■委託　□指定

会

管理　□補助・助成　

計

□その他

名 担当部 都市公園

Ｂ
　
事
　

部

業
　
実
　
績

５年度実績

一

６年度実績 ７年度実績

般

８年度計画

・たまち公

会

園の実施設計、 ・都市

計

計画決定の手続 ・たま

た

ち公園の整備工事 （Ｒ

ま

7繰越分含む）
　用地

ち

取得 ・たまち公園の事

公

業認可取得､ ・たまち

園

公園の整備工事
・神田

等

公園の実施設計 　用地

整

取得
（Ｒ5繰越分）
・

備

たまち公園の実施設計

事

・関係機関と協議・調

業

整を行い、整備工事を

担

発注し、工事を進める

当

ことができた。

成果

・

課

関係機関と協議・調整

公

を行いながら、工事の

園

進捗を図る必要がある

整

。

課題

指標名称（単位

備

）
実績値 目標値

５年度

課

６年度 ７年度 ８年度 １

款

０年度

成果 公園や緑地

項

が充実していると思う

目

市民の割合（％） ― 7

担

8.3 ― 79.3 80

当

.3
指標
成果
指標

他市

係

との
比較検証

施設整備係

8 4



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　地域課題に対

令

応するため、まちづく

和

りと連携した多面的
・

８

法的業務
高い

な公園の

年

利用や再編を行う必要

度

がある。
必要性 ・市民

（

ニーズ、社会需要
・市

令

民生活上必要である　

和

など

　市民参加型の整

７

備を推進することで、

年

地域住民による積
・コ

度

ストの節減、費用対効

評

果
高い

極的な利活用や

価

維持管理が期待できる

）

ことから、効率的な
効

刈

率性 ・執行体制の効率

谷

性 維持管理に寄与する

市

。また、社会資本整備

事

総合交付金等の
・手段

務

の最適性　など 補助金

事

を活用することで、コ

業

ストの節減を図る。

　

評

第8次総合計画には、

価

まちづくりと連携した

シ

多面的な公園
・市が主

ー

体となって実施する
高

ト

い
の利用や再編、再整

（

備を図ることとしてお

様

り整合している｡
妥当

式

性 　べき事業であるか

２

・総合計画との整合性

）

　など

　公園機能の増

会

進とともに、地域住民

計

の利便性の向上を図

施

名

策への ・施策への貢献

担

度
高い

ることにより、

当

本市の魅力の向上と緑

部

豊かな潤いのあるま
・

都

目標達成度 ちづくりを

市

推進することで、定住

公

促進に寄与する。
貢献

園

度 ・市民サービスへの

部

効果　など

今後の方向

一

性 □拡充　■現状維持

般

　□改善・効率化　□

会

縮小　□終期設定　□

計

休止・廃止

　まちづく

た

りと連携した多面的な

ま

公園の利用や再編にあ

ち

わせて、引き続き公園

公

整備を推進する。

園等整備

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ

事

 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　

業

評
　
価
　
∨

担当課 公園整備課

款 項 目 担当係 施設整備係

8 4 5



0 円
公有財産購入費

一般財源 0 484 17,441 5,656 178,643,200 円

職員人件費　② 0 1,752 2,481 3,386

総事業費（①＋②） 0 2,236 182,042 13,792

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ７年度特定財源名称

７年度までの累積事業費 0 社会資本整備総合交付金
（国）

９年度以降の事業費見込 0 井田公園整備事業債

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和８

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

年

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

度

事
　
業
　
概
　
要

総合計

（

画
分野 都市基盤

基本施

令

策 公園緑地･緑化
施策

和

体系
施策の内容 利用し

７

やすい公園の整備

目
　

年

　
　
的

　公園が不足す

度

る地域に、子どもの遊

評

び場、

主
た
る
内
容

○新

価

規公園整備
地域住民の

）

健康増進及び憩い・交

刈

流の場を創 　・場所　

谷

井ケ谷町井田
出する。

市

　・面積　約0.22

事

ha

位
置
づ
け

関連計画

務

第3次緑の基本計画

根

事

拠法令 都市公園法　

対

業

象者 市民 事業期間 令和

評

６年度 ～ 令和１１年度

価

実施方法 ■直営　■委

シ

託　□指定管理　□補

ー

助・助成　□その他

ト （様式１）

会計名

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

担

５年度実績 ６年度実績

当

７年度実績 ８年度計画

部

　 ・都市計画事業認可

都

の取得 ・用地取得 ・基

市

本設計
　
　
　
　　　―

公

――――――

・用地取

園

得を行うことができた

部

。

成果

・地域住民に親

一

しまれ活用される公園

般

づくりを行うためにワ

会

ークショップを開催し

計

、整備内容について具

井

体的な調整を図

る必要

田

がある。
課題

指標名称

公

（単位）
実績値 目標値

園

５年度 ６年度 ７年度 ８

整

年度 １０年度

活動 公園

備

や緑地が充実している

事

と思う市民の割合（％

業

） ― 78.3 ― 79.

担

3 80.3
指標
活動
指

当

標

他市との
比較検証

課 公園整備課

款 項 目

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　

担

ト

単位：千円
５年度 ６

当

年度 ７年度 ８年度 ７年

係

度

（決算） （決算） （

施

決算） （予算） 事業費

設

内訳

事業費　① 0 48

整

4 179,561 10

備

,406 合計 179,

係

561,200 円
需

8

用費 60,000 円

4

財
　
源

特定財源 0 0 1

5

62,120 4,750 委託料 858,00



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　地域住民の憩いや

令

交流などの場となる身

和

近な公園が不足
・法的

８

業務
高い

しているため

年

、住みよいまちの重要

度

な要素となり、定住促

（

必要性 ・市民ニーズ、

令

社会需要 進に寄与する

和

公園の整備を推進する

７

必要がある。
・市民生

年

活上必要である　など

度

　市民参加型の整備を

評

行うことで、地域住民

価

がより積極的
・コスト

）

の節減、費用対効果
高

刈

い
に利用したり活用す

谷

ることにつながり、地

市

域の交流拠点と
効率性

事

・執行体制の効率性 な

務

るとともに、住民が公

事

園管理に係わっていた

業

だけること
・手段の最

評

適性　など などにつな

価

がり、効率的な維持管

シ

理に寄与する。

　第8

ー

次総合計画には、地域

ト

住民と連携した公園整

（

備を推進
・市が主体と

様

なって実施する
高い

す

式

ることとしており整合

２

している。
妥当性 　べ

）

き事業であるか
・総合

会

計画との整合性　など

計

　身近な公園を整備し

名

、市民の憩いや交流の

担

場を創出する

施策への

当

・施策への貢献度
高い

部

ことにより、成果指標

都

の向上につながるとと

市

もに、市の公
・目標達

公

成度 園の充実が市の魅

園

力、住みよいまちへの

部

評価につながり、
貢献

一

度 ・市民サービスへの

般

効果　など 定住促進に

会

寄与する。

今後の方向

計

性 □拡充　■現状維持

井

　□改善・効率化　□

田

縮小　□終期設定　□

公

休止・廃止

　令和8年

園

度は地域住民等とワー

整

クショップを開催する

備

予定。

事業
担

Ｃ
 

当

　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　

課

Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　
∨

公園整備課

款 項 目 担当係 施設整備係

8 4 5



係

9 26,405 合計 2

8

3,029,061 

4

円
積立金 23,029

5

,061 円

財
　
源

特定財源 5,277 9,802 22,487 26,405

一般財源 132 451 542 0

職員人件費　② 1,918 1,274 1,736 1,278

総事業費（①＋②） 7,327 11,527 24,765 27,683

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ７年度特定財源名称

７年度までの累積事業費 0 亀城公園等整備基金積立金利
子

９年度以降の事業費見込 0 公園事業費寄附金

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和８

Ｐ
　
　
Ｌ
　

年

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

度

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

（

　
要

総合計画
分野 都市

令

基盤

基本施策 公園緑地

和

･緑化
施策体系

施策の

７

内容 特色ある公園の整

年

備

目
　
　
　
的

　亀城公

度

園の再整備を行うとと

評

もに、歴史博

主
た
る
内

価

容

　亀城公園等整備基

）

金に寄附金等を積み立

刈

て
物館の建設及びその

谷

周辺施設を整備し、自

市

然 る｡
に親しみながら

事

刈谷市の歴史に触れる

務

ことが
できる魅力ある

事

場所に整備するために

業

積み立
てを行う。

位
置

評

づ
け

関連計画  

根拠法

価

令 刈谷市亀城公園等整

シ

備基金条例

対象者 市民

ー

事業期間 平成２１年度

ト

～

実施方法 ■直営　□

（

委託　□指定管理　□

様

補助・助成　□その他

式１）

会計名 担当部

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

都

績

５年度実績 ６年度実

市

績 ７年度実績 ８年度計

公

画

・寄附金　　  2

園

,319,333円 ・

部

寄附金　　  2,0

一

48,446円 ・寄附

般

金　　  1,887

会

,751円 寄附金と運

計

用収入を基金に積
・運

亀

用収入　  3,08

城

9,352円 ・運用収

公

入　  8,204,

園

568円 ・運用収入　

等

 21,141,31

整

0円 み立てる。

・寄附

備

金等を亀城公園等整備

基

基金に積み立てた。

成

金

果
・令和8年3月末基

積

金総額　1,713,

立

523,418円

 

課

事

題

指標名称（単位）
実

業

績値 目標値

５年度 ６年

担

度 ７年度 ８年度 １０年

当

度

 
指標

 
指標

 
他市

課

との
比較検証

公園整備課

款 項 目

Ｃ
　
事

担

　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位

当

：千円
５年度 ６年度 ７

係

年度 ８年度 ７年度

（決

事

算） （決算） （決算）

業

（予算） 事業費内訳

事

推

業費　① 5,409 1

進

0,253 23,02



事

,096 円

財
　
源

特

業

定財源 0 80 7,90

推

9 7,822

一般財源

進

0 500,000 51

係

5 0

職員人件費　② 0

8

876 1,736 1,

4

278

総事業費（①＋

5

②） 0 500,956 10,160 9,100

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ７年度特定財源名称

７年度までの累積事業費 0 魅力あふれる公園づくり基金
積立金利子

９年度以降の事業費見込 0 公園事業費寄附金

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和８

Ｐ

年

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

度

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

（

　
業
　
概
　
要

総合計画

令

分野 都市基盤

基本施策

和

公園緑地･緑化
施策体

７

系
施策の内容 特色ある

年

公園の整備

目
　
　
　
的

度

　魅力あふれる公園づ

評

くり構想の実現に向け

価

主
た
る
内
容

　魅力あふ

）

れる公園づくり基金に

刈

寄附金等を
て、誰もが

谷

行きたくなるような公

市

園づくりを 積み立てる

事

。
効率的かつ効果的に

務

推進し、憩いとにぎわ

事

い
を創出するために積

業

み立てを行う。

位
置
づ

評

け

関連計画

根拠法令 刈

価

谷市魅力あふれる公園

シ

づくり基金条例

対象者

ー

市民 事業期間 令和６年

ト

度 ～

実施方法 ■直営　

（

□委託　□指定管理　

様

□補助・助成　□その

式

他

１）

会計名 担当部

Ｂ
　
事
　
業
　
実

都

　
績

５年度実績 ６年度

市

実績 ７年度実績 ８年度

公

計画

　 ・寄附金　　　

園

　 80,000円 ・

部

寄附金　　　2,16

一

1,421円 寄附金と

般

運用収入を基金に積
　

会

・積立金　　500,

計

000,000円 ・運

魅

用収入　　6,262

力

,675円 み立てる｡

あ

　
　
　　　―――――

ふ

――

・寄附金等を魅力

れ

あふれる公園づくり基

る

金に積み立てた。

成果

公

・令和7年3月末基金

園

総額　508,504

づ

,096円

課題

指標名

く

称（単位）
実績値 目標

り

値

５年度 ６年度 ７年度

基

８年度 １０年度

活動
指

金

標
活動
指標

他市との
比

積

較検証

立事業
担当課 公園

Ｃ
　
事
　
業
　

整

コ
　
ス
　
ト

単位：千円

備

５年度 ６年度 ７年度 ８

課

年度 ７年度

（決算） （

款

決算） （決算） （予算

項

） 事業費内訳

事業費　

目

① 0 500,080 8

担

,424 7,822 合

当

計 8,424,096

係

 円
積立金 8,424


